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～伝説「蛇走り山の由来」について～～伝説「蛇走り山の由来」について～～伝説「蛇走り山の由来」について～～伝説「蛇走り山の由来」について～

その昔、末崎の作沢の山の上から蛇が走り出て来てから、山

の名を蛇走り山と呼ぶようになったと云う。

由来は、或る時一日中風雨が続いて暗闇のようになり、突然

大水が出て山や谷が瑶れ、家々の鶏は一斉に鳴き騒ぎ、背中に

竹林を背負った大蛇が走り出てきて、大蛇は途中で竹林は落と

し、そのまま烏崎の方に走ってゆく様子を見た作沢の屋号「し

も」の人が、急いで弓矢を持ち、「葦毛の馬」に乗って追い駆

けたが、追い付けず大蛇は小友村の東の端にある、みんぜん浜

から海に入り大蛇の姿は見えなくなり、何も出来ずに戻ったと

云う。この時からその崎を「蛇が崎」と呼ぶようになった。ま

た、作沢では葦毛馬と鶏を飼わないようになったと云う。これ

は山津波の際に大蛇が走り出たものを、伝説として書き残した

ものである。

以上が末崎村誌に記載されており、これを読み易く書き直し

たものである。

この伝説の大水が流出した場所は、小田の天神山と愛宕山の

中間で、峰下にある採金坑道とみられる所で、高さ６米程の採

掘穴であるが、現在は土石等に埋め塞がれて見ることは出来な

い。当時大雨で坑道に溜まった水が一挙に土石や竹やぶを巻き

込んで落下し、作沢部落を襲ったと考えられる。今でも下方に

は金堀達が洗い流したと思われるカーラゲ土堤と云われる池

（簗場）や金畑、カネ・カノネ等の地名が残されている。

また、みんぜん浜は小友の蛇が崎と書いてあるが、これは広

田の黒崎から２００米程沖にある根（海面下の暗礁）で、人参

（みんぜんと読む）のことと考えられる。

なお、金銀等の試掘・採掘者には許可が必要であり、末崎で

は元禄３年（1890）頃に、木製の鑑札を１３枚（７６人）交付

されており、末崎でも盛んに金探しが行われていたことが分か

ります。（聖）
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